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 葛尾村長を健康経営の推進責任者に位置付け、副村長や教育長を始め、各課長級が参加する庁議が意思決定機関となり、
所属間のコンセンサスを図りながら、健康経営を組織全体の取組として推進します。
 総務課が施策の企画・実施・進行管理を担うとともに、産業医・保健師や安全衛生委員会との連携、保険者（共済組合）
とのコラボヘルスを通じて、職員一人一人が推進の主体となり健康経営を進めていきます。


